
山で出会える色とりどりの紅葉。その色づきの秘密は？ 

 
山へ登山者をいざない色とりどりの姿で迎えてくれる紅葉たち。色づきの秘密、それらを味
わう楽しみ方や山で出会える紅葉・黄葉をご紹介。 
 

山田和人（日本山岳会上高地山岳研究所管理人） 
 

さまざま、それぞれ──山の紅葉体験 

平地が夏の暑さから解放されるころ、テレビには紅葉の始まりを告げる高山の映像が流
れる。毎年のことだが、心に刻んできたあの風景がよみがえる。紅葉に対する思いは人によ
ってさまざまだろう。普段は山の見えない都会に暮らしている人は息をのむ光景を思い描
き、山麓に暮らす人は山から降りてくる紅葉を眺めてベストのタイミングを考える。豪雪に
見舞われる地域に暮らす人にとってはどこか物悲しいが、埋もれてしまう前の輝きを目に
焼き付けたいと。そして、それぞれの思いをもって紅葉に会いに行く。紅葉は時間とともに
変化するが、山に入って体験するのは瞬間の切り取りだ。そのときの気温や光によってもさ
まざまに変化する。急斜面を覆う赤黄緑のモザイク模様、一面の赤や黄に染まる緩やかな山
肌と谷、紅葉の間から流れ落ちる白い滝、その下を流れる青い水に映る樹々の葉、深紅の裾
野から立ち上がる岩山。同じ場所を二度踏めば、変化を味わえるかもしれない。今年も山に
入って、自分自身の紅葉体験を心に刻もう。 
 

黄葉か、紅葉か──色づく仕組み 

冬の間、落葉樹は葉を落として低温や乾燥から身を守っている。春に芽吹いた葉は夏の間
に光合成し、太陽からの光をエネルギーとしてでんぷん（養分）を生産する。光合成の光吸
収を担っている物質がクロロフィル（葉緑素）だ。これが葉の大部分を占めているため、わ
れわれの目には緑色に見えている。秋は気温が下がり、日照時間も減るため光合成の効率が
下がってくる。これに対応して冬の省エネモード「落葉」の準備を始めると、黄葉、紅葉が
見られることになる。まず葉柄の根本に離層をつくって葉と幹の間の水分移動を抑え、同時
に養分移動も妨げる。そして葉の活動を弱めるために、クロロフィルは分解され始める。葉
にはもともと黄色の色素カロチノイドがあり、クロロフィルが減少してこれが目立ってく
ると黄葉となる。それに対し、紅葉は少し違った仕組みで起こる。葉で生産されたでんぷん
は離層により葉の中に蓄積し、やがて糖分に変化する。これがクロロフィルの分解過程でア
ントシアニンという赤い色素を合成し紅葉となる。クロロフィルが減って、元からあるカロ
チノイドが目立ってくると黄葉、糖分が蓄積してアントシアニンが多く合成されると紅葉、



と覚えておこう。天気がいいと光合成によるでんぷん生産が進み、糖分が蓄積されやすくな
るのできれいな紅葉が生まれる。一方、夜の気温が高いと夜間も葉の活動が活発になり、糖
分が消費されてしまう。また、気温が下がらないとクロロフィルの分解も進まない。つまり、
きれいな紅葉・黄葉の条件は晴天と昼夜の寒暖差といえる。さらに適度な水分がないと葉が
色づく前に枯れてしまう。渓谷できれいな紅葉が多く見られるのはこのためだ。 
 

紅葉・黄葉を求めて──山で見られる代表種 

紅葉は気温の低い山の上から進む。森林限界を超えたところでは、夏の間お花畑となって
いた平坦な場所にチングルマがえんじ色の絨毯を敷いてくれる。高山の岩稜にはウラシマ
ツツジが深紅となってしがみつく。森林限界の直下にはウラジロナナカマド、さらにその下
にはナナカマドが存在感を示す。中～高山の黄葉の代表はなんといってもダケカンバ。
1500m 付近ではほかの樹々と共存している。しかし針葉樹林帯を抜けると、他を寄せつけ
ない大木に黄色の葉がまぶしい。ブナは日本海側の山々の 1400m付近で純林を構成するこ
とがあり、一面の黄葉は見事だ。ブナの森では明るい尾根上に赤い葉をつけたミズナラが見
られるだろう。ミズナラは黄葉するものもある。中～高度の登山道で目を楽しませてくれる
のは、赤と黄が混じるミネカエデやハウチワカエデ。イタヤカエデは黄葉が日の光を浴びる
とまぶしいほどである。カエデ類ではこれだけが葉の縁にギザギザがなくなめらか。葉の数
が多いため、下山時に上から見ると屋根を葺いたように見える。低～中高度の沢沿いの道で、
甘く香ばしいにおいがしたら、カツラの樹を探してみよう。この高度の尾根道で地味な赤い
葉をたくさん見せているのがオオカメノキだ。近縁種のガマズミも同様、実の赤が美しい。
山道で鮮やかな赤を見せてくれるウルシやツタウルシに触らないように。ツタウルシは近
寄るだけでかぶれる人もいる。低山帯～標高の低い平地ではモミジの代表イロハモミジや
コナラ、そしてドウダンツツジの紅葉が美しい。晩秋に登山口で出発準備をしていると、カ
ラマツの黄金の針が舞い落ちてくるかもしれない。紅葉の季節を終える合図のようだ。 
 
 


